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◆多様な正社員 

「限定正社員」という呼ば

れ方もしますが、職種、勤務

地、労働時間等が限定的な

「多様な形態による正社員」

が注目されています。 

多様な形態の正社員の賃

金・昇進等については、すで

に実践している企業の例と

今後の制度整備の動向等を

見ながら、就業規則等の整備

を検討していく必要がある

でしょう。  

◆助成金の拡充・新設 

次の助成金について、力を

入れていくようです。 

キャリアアップ助成金／

労働移動支援助成金／トラ

イアル雇用奨励金／育児休

業からの職場復帰を支援：キ

ャリア形成促進助成金にお

ける育休取得能力アップコ

ース（仮称） 

◆行政指導の方向性 

労働基準監督官の増員が

計画されており、また、従来

通り、サービス残業是正を始

めとする割増賃金の適正な

支払いや違法な時間外労働

の是正等を実施していくと

しています。 

部下の長時間労働や年次

有給休暇取得の状況を上司

の人事評価に反映させると

いった会社での取組みも必

要でしょう。「働き方・休み

方改善指標」や「働き方・休

み方改善ハンドブック」など

が作成されますので、これら

も参考になるかもしれませ

ん。 

◆障害者雇用の進展 

平成 25年度は、身体障害者、

知的障害者、精神障害者のい

ずれも雇用者が増加してい

ます。特に精神障害者が大き

く増加しています。 

 

「育たない若手」問題を

どのように解決するか？ 

 
◆「若手社員の育成」に悩む

企業は多い 

団塊の世代の大量離職等

により、「若手社員の早期育

成」を課題に掲げる企業が多

くありますが、思うように育

たずに悩んでいる企業も多

くあります。 

では、若手社員の育成はど

のように行えばよいのでし

ょうか。 

◆「段階的な育成」を 

心掛ける 

新入社員の段階では、仕事

の知識や業務の手順を教え

るだけでなく、組織人として

のマナーを身に付けさせた

り、組織や職場に慣れさせた

りすることで、まず、社会人

としての基礎を固めること

が必要とされます。 

次に、入社２～３年の社員

では、与えられた仕事を着実

に遂行できるだけでなく、自

ら気づき、自分なりの工夫を

することができるよう、経験

の場を与え、結果を振り返る

ことでさらなる成長を促す機

会を設けることが必要となり

ます。 

◆欠かせない 

フィードバック 

このように、一口に「若手

社員」と言っても、新入社員

と数年の経験を積んだ社員と

では求められる役割が異なる

ことから、どのようなアプロ

ーチによって育成を図るかと

いう手段は異なります。 

しかしながら、いずれの段

階においても、経験から得た

知識を生かしてステップアッ

プしていく流れは変わりませ

んので、その都度経験を振り

返ることが重要となります。 

その際、より効果的なのは、

若手社員１人に振り返らせた

り考えさせたりする方法より

も、先輩社員や上司が成功（ま

たは失敗）の理由を問いかけ、

若手社員に考えさせることで

フィードバックする方法で

す。先輩社員や上司にとって

も、自分の仕事のやり方を見

直す良いきっかけともなりま

すので、積極的に取り組んで

みてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

会議・ミーティングを 

に上りました。 

◆学生が気になる「離職率」

「平均勤続年数」 

また、別の調査では、学生

が就職活動を進めるにあた

って企業に公開してほしい

データして、「離職率」

（59.4％）、「平均勤続年数」

（51.6％）が上位にランクイ

ンしており、「ブラック企業」

を念頭に置いていることが

うかがえます。 

◆労働条件などの見直しが

必要 

仕事は楽なことばかりで

はありませんし、実績のない

新入社員を初めから好待遇

で迎える企業ばかりではあ

りませんが、労働条件が著し

く劣悪な企業や、社員を使い

捨てるような発想のある企

業には、今後、人が集まらな

くなる傾向が強まるでしょ

う。 

厚生労働省も、若者を積極

的に雇用・育成する企業につ

いては「非ブラック企業」の

お墨付きを与えたり（若者応

援企業宣言事業）、ハローワ

ークを通じて大学生を採用

する企業に対し離職率の公

表を求めたりといった対策

を講じています。 

社員を採用するにあたり、今

一度、自社の労働条件や労務

管理体制について見つめ直

してみてはいかがでしょう

か。 

 

チェック！ 平成 26年度

の厚生労働省方針 

 
◆労務管理見直しの契機に 

厚生労働省の来年度方針

が続々と明らかになってい

ます。自社の労務管理の方向

性を見直すうえで参考にし

てみはいかがでしょうか。 

◆高齢者の雇用等 

65歳までの雇用が原則義

務化され、高齢者の賃金設計

とそれに伴う全体的な賃金

制度の見直しを実施・検討す

る企業が増えています。 

また、中高年層社員に関す

る課題として、「介護休職・

離職」があります。親の介護

による休職・離職が最も多い

年代層は 50代ですが、40代

から 65歳までのすべての年

代でも直面する可能性の高

い課題です。 

厚生労働省は、65歳まで

の雇用義務化等を背景に、基

礎年金の保険料納付期間を

延長する考えを示していま

す。来年の通常国会での法改

正を検討しているようです。 

「ブラック企業」は社員

を採用できない!? 

 
◆世間を賑わすキーワード

に 

昨年末、「新語・流行語大

賞トップテン」（ユーキャ

ン）に『ブラック企業』が

選ばれまた『ブラック企業 

日本を食いつぶす妖怪』など

の著書も話題になっていま

す。 

◆学生から見た「ブラック企

業」 

ある会社が学生モニター

に尋ねたところ、次のような

結果となりました。 

（１）残業代が支払われない

（75.0％） 

（２）労働条件が過酷である

（65.0％） 

（３）離職率が高い（58.0％） 

（４）成果を出さないと精神

的に追い込まれる（55.7％） 

（５）募集条件と実働が著し

く異なる（53.9％） 

（６）セクハラ、パワハラが

ある（50.6％） 

（７）給与金額が低すぎる

（48.3％） 

なお、この調査で「ブラッ

ク企業の就職試験は受けな

い」と回答した学生は 62.5％
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